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　国勢調査は、日本の人口や世帯の実態を明らかにするため、統計法という法律に基づき、
5年ごとに実施する、わが国における最も重要な統計調査です。
　平成27年調査は、紙の調査票だけでなく、パソコンやスマートフォンからインターネットに
よる回答ができるようになり、より便利で簡単になります。
　調査結果は、福祉施策や防災計画などのあらゆる施策の基礎データとして利用されます。
また、民間においても、さまざまな分野で幅広く活用されます。

◆個人情報は厳格に保護されます
▶国勢調査では、統計法によって、厳格な個人情報保護が定められています。
▶インターネット回答における通信は、すべて暗号化（SSL/TLS 方式）されています。また、不正なアクセスなどの
　監視を24時間行っています。
▶国勢調査に従事する者（調査員、地方公共団体の職員など）には、統計法による守秘義務が課せられています。

　今回の調査では、９月上旬から、国勢調査員がインターネット回答のための書類をお配りします。
9月10日㈭から9月20日㈰までの間、紙での調査に先立ち、スマートフォンやパソコンでのインタ
ーネット回答を受け付けます。
　インターネットで回答されない世帯には、従来通り紙の調査票を9月下旬に配布して調査を行いま
す。紙の調査票は、同封の郵送用封筒でご提出いただけます。なお、インターネットで回答いただい
た世帯は、紙の調査票に記入する必要はありませんので、9月下旬の調査員の訪問はありません。

国勢調査員は市区町村の推薦に基づいて総務大臣が任命した非常勤の国家公務員です。

もれなく・重複なく調査を行うために、
訪問時に代表者の氏名と
世帯の男女の人数をおたずねします。

国勢調査員が着用している
青色の腕章（見本）

国勢調査員は
右のような国
勢調査員証を
身につけてい
ます。（見本）

国勢調査員が持ち歩く青色の手さげ袋
（見本）

国勢調査員証をさげている青色のひものデザイン（見本）

推薦に基づいて総務大臣が任命した非常勤

国勢調査員とは

▶国勢調査では、金銭を要求することはありません。また、銀行口座の暗証番号やクレジットカード番号などをお聞き
することもありません。
▶国勢調査をよそおった不審な訪問者や、不審な電話・電子メールなどにご注意ください。不審に思った際には、回
答しないで、速やかに総務課にお知らせください。
▶調査員は、その身分を証明する「国勢調査員証」を携帯しています。

国勢調査をよそおった「かたり調査」にご注意ください！！

国勢調査を実施します国勢調査を実施します

インターネットによる調査を実施します

問合せ　総務課　　557―0531
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社会保障・税番号制度
（マイナンバー制度）が始まります

社会保障・税番号制度
（マイナンバー制度）が始まります

～平成27年10月からマイナンバーが通知されます～～平成27年10月からマイナンバーが通知されます～

■マイナンバー制度とは

　平成27年10月から、日本国内の市区町村に住民登
録のあるすべての方に、一人ひとり異なる１２桁のマイ
ナンバー（法人には、１法人１つの１３桁の法人番号）が付
番されます。国や市区町村などの各機関で管理する個
人情報が同じ人の情報であることを正確かつ円滑に確
認できることで、情報連携がスムーズになります。

■事業者の皆さまもマイナンバーを取り扱います

　事業者の皆さまも、平成28年１月以降、税や社会保
障の手続きで従業員などのマイナンバーを記載する
必要があります。源泉徴収票の作成手続きや健康保
険・厚生年金・雇用保険の手続きなど、さまざまな取り
扱いが想定されますので、準備が必要です。

■マイナンバーの取り扱いについて

▶マイナンバーは、手続きのために行政機関等に提供を
する場合を除き、他人に提供することはできません。
▶この制度の安心・安全を確保するため、安全対策と
個人情報保護措置を行っています。町においても特
定個人情報保護評価を実施するなど、十分な保護措
置を講じ、不正利用や情報漏えいの防止に努めます。

・マイナンバー制度についての詳細情報は以下のリンク等でご確認ください。
　内閣官房ホームページ………http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html
　政府広報オンライン…………http://www.gov-online.go.jp
　　　　　　　　　　　　　　０５７０（２０）０１７８（日本語窓口）
　　　　　　　　　　　　　　０５７０（２０）０２９１（外国語窓口）
　　　　　　　　　　　　　　外国語対応：英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語

■マイナンバーの通知開始
　平成２７年１０月以降に住民票をお持ちの方に、１２桁
のマイナンバーが通知されます。
※現在お住まいの場所と住民票の住所が異なる場合
　には、受け取ることができない可能性があります。

平成27年１０月　マイナンバー通知

平成２８年１月
行政手続きでの利用開始・「個人番号カード」の交付開始

■マイナンバーの利用開始
　平成２８年１月以降、税の手続きや医療保険、年金、雇
用保険などの社会保障の手続きでマイナンバーの利
用が開始されます。申請者への個人番号カードの交付
も始まります。

平成２９年１月　「マイナポータル」の運用開始

■「マイナポータル」とは？
▶平成 29年１月から「情報提供等記録開示システム
　（マイナポータル）」が運用開始される予定です。マ
イナンバーを含む自分の情報を確認できます。 
▶行政機関などから、個人に合ったサービスのお知ら
せを受け取ることができます。

■問合せ

国のコールセンター…………

問合せ　企画課　　557―7468

マイナンバー制度マスコット
マイナちゃん

※住民課窓口にマイナンバー制度概要を記載した、政
　府広報パンフレットを設置していますので、ご来庁の
　際は、ぜひお手に取ってご覧ください。
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町
民
体
育
祭

　

高
齢
者
お
よ
び
体
の
不
自
由
な
方
（
車
椅
子
の
方
を
含
み

ま
す
）
を
優
先
に
、
福
生
消
防
署
瑞
穂
出
張
所
横
に
送
迎
車

を
用
意
し
ま
す
。
随
時
折
り
返
し
運
転
を
行
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時　

間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
1
時

問
合
せ　

社
会
教
育
課

　
　
　
　
　

 

5
5
7
―
7
0
7
1

送
迎

日　

時　

10
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
か
ら

場　

所　

ビ
ュ
ー
パ
ー
ク
競
技
場

第56回

※
雨
天
時
は

　

午
前
　
時
か
ら

　

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で

　

式
典
を
行
い
ま
す
。

10

　

町
民
体
育
祭
の
練
習
を
す
る
方
に
、

次
の
日
程
で
ビ
ュ
ー
パ
ー
ク
競
技
場

を
開
放
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日　

程

　

▼
10
月
１
日
㈭
・
５
日
㈪　

　
　

長
岡
・
武
蔵
野
・
箱
根
ケ
崎
地
区

　
　
（
東
一
・
西
一
・
二
丁
目
）

　

▼
10
月
2
日
㈮
・
6
日
㈫

　
　

箱
根
ケ
崎
地
区
（
東
三
・
中
三
・

　
　
西
三
丁
目
、
四
〜
九
丁
目
、
松
原
町
）

　

▼
10
月
3
日
㈯
・
7
日
㈬

　
　

殿
ケ
谷
・
石
畑
・
元
狭
山
地
区

時　

間　

午
後
7
時
〜
9
時
30
分

夜
間
開
放

　

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
や
行
進
曲
な
ど
の

演
奏
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
易
し

い
マ
ー
チ
な
ど
の
演
奏
で
す
の
で
、
昔

習
っ
た
方
、
興
味
の
あ
る
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
の
方

は
、
各
自
楽
器
を
用
意
し
て
、
練
習
会

場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

練
習
日
時　

９
月
20
日
㈰
・
26
日
㈯
、

　
　
　
　
　

10
月
10
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
2
時
〜
4
時

練
習
場
所　

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

【
募　

集
】

１
０
０
人
バ
ン
ド

参

加

種

目

　

次
の
種
目
に
出
場
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
9
月
７
日

㈪
ま
で
に
、
各
町
内
会
長
、
自
治
会
長
ま
た
は
社
会
教

育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

○
親
子
リ
レ
ー

　
　

対　

象　

来
年
度
小
学
校
入
学
児
童
と
保
護
者

　
　
　
　
　
　
（
子
ど
も
40
ｍ
・
親
60
ｍ
）

　

○
親
子
宝
探
し

　
　

対　

象　

未
就
学
児
童
と
保
護
者

　
　
　
　
　
　
（
親
子
で
約
20
ｍ
）

　

○
60
ｍ
〜
1
0
0
ｍ
競
走

　
　

対　

象　

▼
小
学
4
〜
6
年
生 

男
・
女
（
80
ｍ
）

　
　
　
　
　
　

▼
中
学
生
以
上 

男
・
女
（
１
0
0
ｍ
）

　
　
　
　
　
　

▼
30
歳
以
上 

男
（
1
0
0
ｍ
）

　
　
　
　
　
　

▼
30
歳
以
上 

女
（
80
ｍ
）

　
　
　
　
　
　

▼
40
歳
以
上 

男
（
80
ｍ
）

　
　
　
　
　
　

▼
60
歳
以
上 

男
・
女
（
60
ｍ
）
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